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注意事項の表記方法

この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う差し迫った危険が想定

される内容を示します。

この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内

容を示します。

この表記は、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が想定され

る内容を示します。

注意 正しく使用するための注意点の記述です。

お知らせ 機器を操作するのに役立つ情報の記述です。

ご注意

　　（１） 本書の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。

　　（２） 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。

　　（３） 本書の内容は万全を期して作成しておりますが、ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づ

きの点がありましたら、お買い求めの販売店または最寄りの弊社営業所へご連絡ください。

　　（４） 当社では、本機の運用を理由とする損失、損失利益等の請求については、（３）項にかか

わらずいかなる責任も負いかねますのでご了承ください。

　　　 2001 株式会社 エー・アンド・デイ

株式会社エー・アンド・デイの許可なく複製・改変などを行なうことはできません。

DeviceNet は Open DeviceNet Vender Association, Inc. の登録商標です。
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1. 概要

概要及び特長は次のとおりです。
・ このオプションは、ウェイングインジケータ（ＡＤ－４４０２）用の DeviceNetインターフェイス
（ＯＰ－２１）です。

・ このインターフェイスを組込んだＡＤ－４４０２は DeviceNetのスレーブデバイスとして機能し、
インターフェイスを介してＡＤ－４４０２の制御、コントロールＩ／Ｏの入出力制御、重量値の読
出し等の操作をＰＬＣのメモリで操作できます。
ＰＬＣ： Programmable Logic Controller (Programmable Controller)

・ ＡＤ－４４０２の操作方法には、ＰＬＣのメモリ操作による「ビットを直接操作する方法」と「コ
マンドによる方法」があります。

・ このインターフェイスを組込んだウェイングインジケータは、ＯＤＶＡのコンフォーマンステスト
ソフトウェア Ｖｅｒ．Ａ－１４ に基づく（製造メーカーの）自己テストに適合しています。
ＯＤＶＡ： Open DeviceNet Vender Association Inc.

アドバイス
・ 本書は、計量器の一般知識とDeviceNetを熟知している技術者向けの取扱説明書です。

・ DeviceNetの仕様、基礎知識、配線･設置、操作･運用方法等は、専門書等を参照してください。
DeviceNetまたはDeviceNet製品に関する情報は、ＯＤＶＡおよびＯＤＶＡ日本支部にお問い合わせ
ください。

・ ケーブル、終端抵抗などはDeviceNet製品を使用し、ネットワークを構成してください。

注意
・ 本オプションボードは、ＰＬＣのメモリをＯＵＴ８バイト、ＩＮ１６バイト使用します。
エリア割付の際、他のスレーブと重ならないように注意してください。

・ ＡＤ－４４０２が計量中または計量可能な状態以外（ファンクションモード、キャリブレーション
実行中等）では、ＩＮデータをすべてゼロにします。
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2. 各部の名称

2.1.1. ノード番号設定と通信速度設定

ＮＯＤＥ　ＡＤＤＲＥＳＳ（ノード番号設定）
ＯＰ－２１のノード番号をディップスイッチのＮＯＤＥ　ＡＤＤＲＥＳＳで設定します。
設定方法 １～３２（２０～２５）の２進数で行います。
設定範囲 ０～６３

設定例 ノード番号を４４に設定する場合、３２、８、４（２５、２３、２２）をＯＮにします。

ＤＲ（通信速度設定）
通信速度をディップスイッチのＤＲ（ＤＲ０、ＤＲ１）で設定します。

通信速度 １２５ｋｂｐｓ ２５０ｋｂｐｓ ５００ｋｂｐｓ 設定不可

ＤＲ０ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ

ＤＲ１ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ

2.1.2. ステータスＬＥＤ

ステータスＬＥＤはインターフェイスの通信状態を示します。

ＭＳ (Module Status) ＮＳ (Network Status)
緑　点灯 正常 正常

緑　点滅 － コネクション確立待ち

赤　点灯 ハードウェア異常 ノードアドレス重複。　Busoff発生。
赤　点滅 設定異常 タイムアウト

2.1.3. 端子台（通信用コネクタ）

端子台（通信用コネクタ）は、通電時の脱着が可能な２ピース型です。

ディップスイッチ
NODE ADDRESS (ノード番号設定)
DR (通信速度設定)

ステータスＬＥＤ
MS (Module Status)
NS (Network Status)

端子台（通信コネクタ）
１ピン 黒 V－ 電源－
２ピン 青 CAN_L 通信＿Low側
３ピン 裸 ﾄﾞﾚｲﾝ線 シールド
４ピン 白 CAN_H 通信＿High側
５ピン 赤 V＋ 電源＋

端子台
ケーブル側の通信コネクタ
（付属品）
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3. 設置

3.1.1. オプションボードの組込み

・ 本オプションは、ＡＤ－４４０２本体に組込んで使用します。
・ 本オプションボードはＡＤ－４４０２のオプションスロット１または２の、いずれにも装着できます。

電源を切断してすぐに触れないでください。
カバーを外すときは電源を切断してください。

ｽﾃｯﾌﾟ 1 本体から電源ケーブルを抜いてください。他のケーブル類も外してください。
ｽﾃｯﾌﾟ 2 ネジA、Bを取り、上カバーを外します。
ｽﾃｯﾌﾟ 3 ネジC、Dとブランクパネルを外します。
ｽﾃｯﾌﾟ 4 リアポートロックを上げます。
ｽﾃｯﾌﾟ 5 ネジEを外します。
ｽﾃｯﾌﾟ 6 オプションボードを挿入します。
ｽﾃｯﾌﾟ 7 ネジC、Dでオプションボードを固定します。
ｽﾃｯﾌﾟ 8 ネジEでオプションボードを固定します。
ｽﾃｯﾌﾟ 9 リアポートロックを下げます。
ｽﾃｯﾌﾟ10 上カバーを付け、ネジA、Bを締めます。
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3.1.2. 配線とノード番号設定

注意 ネットワーク電源をＯＦＦにして配線作業をしてください。
圧着端子を使用することをお勧めします。

・ ネットワーク用電源のV+、V-を接続してください。
・ 信号線のCAN_H、CAN_Lを接続してください。
・ ドレイン線（シールド）を接続してください。
・ 各線と端子台をネジ止めしてください
・ ディプスイッチでNODE ADDRESSを設定してください。
・ ディプスイッチで通信速度を設定してください。

3.1.3. ネットワーク構成概要

・ このスレーブデバイスは、ネットワークより最大５５ｍＡの電流を消費します。

・ 幹線の両端に終端抵抗を取り付けてください。
・ 幹線の最大長は、細ケーブルの場合１００ｍ以下です。
太ケーブルの最大長は、通信速度の制限によります。

・ 支線の長さは、６ｍ以下です。総支線長は通信速度の制限によります。
・ 電源タップのドレイン線とネットワーク電源の接地端子を接続し、さらに第３種接地してください。
ただし、ドレイン線の接地は、グランドループができないようにするため１点接地です。

ネットワーク例

・ 通信速度と通信距離

通信速度 細幹線長 太幹線長 総支線長 支線長

１２５ｋｂｐｓ ５００ｍ以下 １５６ｍ以下

２５０ｋｂｐｓ ２５０ｍ以下 　７８ｍ以下

５００ｋｂｐｓ

１００ｍ以下

１００ｍ以下 　３９ｍ以下

　　６ｍ以下

メーカー例
太ケーブル 昭和電線電纜株式会社、TDN18-500G、５００ｍ
細ケーブル 昭和電線電纜株式会社、TDN24-100G、１００ｍ
タップ オムロン株式会社、DCN1-1C、接続用コネクタ
電源タップ Allen-Bradley Company, Inc.、1485T-P2T5-T5、接地端子・逆流防止付き
終端抵抗 オムロン株式会社、DRS1-T、端子台型
スキャナ オムロン株式会社、DRM21-V
ネットワーク電源 オムロン株式会社、S82H-3124、電圧　ＤＣ２４Ｖ、出力電流　最大１６Ａ
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4. ＰＬＣのメモリ

4.1. アドレスマップ一覧

・ ＡＤ－４４０２を操作するコマンドや操作パラメータをＰＬＣメモリのＯＵＴデータ（４ｃｈ）に
書込み、実行させます。

・ ＡＤ－４４０２からの応答データをＰＬＣメモリのＩＮデータ（８ｃｈ）に読出します。

注意 本オプションボードは、ＰＬＣのメモリをＯＵＴ８バイト、ＩＮ１６バイト使用します。エリア割
付の際、他のスレーブと重ならないように注意してください。数値はＢＣＤで表現します。

4.1.1. ＯＵＴデータ（４ｃｈ）、ＰＬＣ　→　ＡＤ－４４０２

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1ＯＵＴデータの

最下位ｃｈ 書込データ（１０３） 書込データ（１０２） 書込データ（１０１） 書込データ（１００）

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1ＯＵＴデータの

２ｃｈ目 書込データ 書込データ（１０６） 書込データ（１０５） 書込データ（１０４）

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 7 6 5 4 3 2 1ＯＵＴデータの

３ｃｈ目 内部予約 内部予約 コマンドビット

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
1 8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1ＯＵＴデータの

最上位ｃｈ 内部予約 コマンドNo.（１０２） コマンドNo.（１０１） コマンドNo.（１００）

ＯＵＴデータの解説
書込データ 書込コマンドで使用します。「4.3.コマンドによる操作方法」参照。
コマンドビット 各ビットに任意の機能を割当て、実行させます。「4.2.ビットを直接操作する方法」参照。
コマンドNo. ｢コマンドNo.｣を指定して機能を実行させます。「4.3.コマンドによる操作方法」参照。
G/-Nフラグ ＩＮデータの重量値の種類（総重量、正味）を選択します。
R/-Wフラグ コマンドの種類（読出コマンド、書込コマンド）を指定します。「4.3.コマンドに

よる操作方法」参照。
内部予約 ０以外の書込みは行わないでください。

書込データの極性　０：正、　１：負

R/-Wフラグ。読出：１、　書込：０

コマンドNo.（１０３）
G/-Nフラグ。総重量：１、　正味：０

コマンド要求フラグ。
　１：要求、　０：非要求
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4.1.2. ＩＮデータ（８ｃｈ）、ＡＤ－４４０２　→　ＰＬＣ

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1ＩＮデータの

最下位ｃｈ 重量値（１０３） 重量値（１０２） 重量値（１０１） 重量値（１００）

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1ＩＮデータの

２ｃｈ目 内部予約 重量値（１０６） 重量値（１０５） 重量値（１０４）

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ＩＮデータの
３ｃｈ目 ステータスエリア

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
ＩＮデータの
４ｃｈ目 ステータスエリア

安定
ゼロ付近
満量

大投入
中投入

小投入
過量

正量
不足

内部予約

混合
排出

計量完了
配合完了

排出完了

混合完了
ノズル降下

オンライン
計量シーケンス動作中
入力アクノリッジ

計量シーケンスエラー
アラーム１

アラーム２
ゼロ補正エラー

秤量オーバー
ブザー

風袋引中
センターゼロ

総重量表示中
正味表示中

ホールド中

Ｏｖｅｒ（重量値プラスオーバー）

Ｕｎｄｅｒ（重量値マイナスオーバー）

極性フラグ（重量値）　０：正、　１：負
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bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1ＩＮデータの

５ｃｈ目 読出データ（１０３） 読出データ（１０２） 読出データ（１０１） 読出データ（１００）

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1ＩＮデータの

６ｃｈ目 読出データ（１０７） 読出データ（１０６） 読出データ（１０５） 読出データ（１０４）

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 4 2 1ＩＮデータの

７ｃｈ目 内部予約 内部予約 読出データ（１０８）

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
1 8 4 2 1 8 4 2 1 8 4 2 1メモリの

最上位ｃｈ 内部予約 コマンドNo.応答（１０２）コマンドNo.応答（１０１）コマンドNo.応答（１００）

ＩＮデータの解説
「4.3.コマンドによる操作方法」も参照してください。

スレーブレディ ＡＤ－４４０２が計量中または計量可能な状態のときにＯＮになるビットです。
このビットがＯＮの状態のときに読出コマンドや書込コマンドが可能になります。

コマンドNo.応答 コマンドNo.の応答データ。
読出データ コマンドの応答データ。
G/-N応答フラグ ＯＵＴデータ G/-Nフラグの応答です。
R/-W応答フラグ ＯＵＴデータ R/-Wフラグの応答です。
内部予約 値は不定です。使用しないでください。
ステータスエリア ＡＤ－４４０２の計量状態が出力されます。

R/-W応答フラグ。
読出：１、　書込：０

G/-N応答フラグ。総重量：１、　正味：０

コマンド要求応答フラグ。　１：応答、　０：非応答

Ｏｖｅｒ（読出データ
プラスオーバー）

Ｕｎｄｅｒ（読出データ
マイナスオーバー）

極性フラグ（読出データ）　０：正、　１：負

スレーブレディ

コマンドNo.応答（１０３）
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4.2. ビットを直接操作する方法
4.2.1. コマンドビットの扱い方

・ ＡＤ－４４０２のファンクションモードで｢コマンドビット｣（８ビット）それぞれに機能を割当てます。

・ コマンドビットを実行するには、｢コマンドビット｣のビットをＯＮします。

・ ｢コマンドビット｣が有効になるのは、立上りエッジです。
信号レベルの維持は、最低３０ｍｓｅｃです。

4.2.2. コマンドビットの実行手順

ｽﾃｯﾌﾟ 1 初期設定として、ＡＤ－４４０２のファンクションモードに入り、各｢コマンドビット｣に機能を
割当てます。ＰＬＣメモリの｢コマンドビット｣を全てＯＦＦにします（確認します）。

ｽﾃｯﾌﾟ 2 ＰＬＣメモリで実行させる｢コマンドビット｣をいずれか一つをＯＮにします。

ｽﾃｯﾌﾟ 3 ＡＤ－４４０２がコマンドを実行します。

ｽﾃｯﾌﾟ 4 終了処理として、ＰＬＣメモリの｢コマンドビット｣を全てＯＦＦにします。

4.2.3. コマンドビットの機能割当て

ＡＤ－４４０２のファンクションモードで「コマンドビット」の各ビットに対応する機能を割当てします。
アドレス 名称 設定値 初期化した値

21 f- 1 コマンドビット　１  1 ゼロ
21 f- 2 コマンドビット　２  3 風袋引き
21 f- 3 コマンドビット　３  4 風袋クリア
21 f- 4 コマンドビット　４  5 投入スタート
21 f- 5 コマンドビット　５ 13 非常停止
21 f- 6 コマンドビット　６ 22 一時停止
21 f- 7 コマンドビット　７ 23 再スタート
21 f- 8 コマンドビット　８

下表「機能一覧」より指定。

44 エラーリセット

機能一覧
設定値 機能 設定値 機能

0 機能なし 22 一時停止

1 ゼロ 23 再スタート

2 ゼロクリア 24 呼出中の原料コードの累計クリア

3 風袋引き 25 全原料コードの累計クリア

4 風袋クリア 26 呼出中のレシピコードの累計クリア

5 投入スタート 27 全レシピコードの累計クリア

6 配合スタート 36 強制計量完了

7 排出スタート 37 強制配合完了

8 混合スタート 38 強制排出完了

10 手動落差補正 44 エラーリセット

11 積算指令

12 前回の積算をキャンセル
45

立上りエッジ ホールド

立下りエッジ ホールド解除

13 非常停止 47 マニュアルプリントのプリントコマンド

オプションオプションオプションオプションファンクションセッテイファンクションセッテイファンクションセッテイファンクションセッテイ ＯＰ－２１ＯＰ－２１ＯＰ－２１ＯＰ－２１
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4.3. コマンドによる操作方法

4.3.1. コマンドの扱い方

・ 数値データはＢＣＤで表現します。値が負の場合、書込みデータの極性ビットをＯＮにします。
キャラクタデータの場合、ＡＳＣＩＩコードおよびＪＩＳ　８ｂｉｔコードで入力してください。
また、[ＯＵＴデータ]－[２ｃｈ目]－[bit12～15(書込データのエリア)]は、キャラクタ入力エリアとし
て使用します。

・ ｢R/-Wビット｣で書込コマンドまたは、読出コマンドを指定します。
 R/-Wビット　０：書込コマンド、　　１：読出コマンド

・ 実行するコマンドを、｢コマンドNo.｣に指定します。

・ 実行するコマンドの書込データを、｢書込データ｣に指定します。

・ コマンドが有効になるのは、｢コマンド要求フラグ｣の立上りエッジです。
信号レベルの維持は、最低３０ｍｓｅｃ必要です。

・ コマンド要求の応答結果は、｢コマンド要求応答フラグ｣に出力されます。

・ コマンドの応答結果は、｢コマンドNo.応答｣に出力されます。

・ 読出コマンドの場合、｢読出データ｣に出力されます。

・ データがプラス側のオーバーの場合、｢Ｏｖｅｒ｣がＯＮになります。
データがマイナス側のオーバーの場合、｢Ｕｎｄｅｒ｣がＯＮになります。
データがマイナスの場合、｢極性フラグ｣がＯＮになります。

4.3.2. コマンドの実行手順

準備
ｽﾃｯﾌﾟ 1 ｢コマンド要求フラグ｣をＯＦＦします。

ｽﾃｯﾌﾟ 2 ｢R/-Wフラグ｣を指定します。
 R/-Wフラグ　０：書込コマンド、　　１：読出コマンド

ｽﾃｯﾌﾟ 3 実行するコマンドを｢コマンドNo.｣に指定します。

ｽﾃｯﾌﾟ 4 書込データが必要な場合、｢書込データ｣にデータを指定します。

実行
ｽﾃｯﾌﾟ 5 ｢スレーブレディ｣がＯＮになっていることを確認します。

ｽﾃｯﾌﾟ 6 ｢コマンド要求フラグ｣をＯＮします。立上りエッジで実行します。

ｽﾃｯﾌﾟ 7 ＡＤ－４４０２が応答します。
応答結果は、｢コマンド要求応答フラグ｣、｢R/-W応答フラグ｣と｢コマンドNo.応答｣に出力されます。

ｽﾃｯﾌﾟ 8 読出コマンドの場合、｢読出データ｣に出力されています。

終了処理
ｽﾃｯﾌﾟ 9 ｢コマンド要求フラグ｣をＯＦＦします。
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4.3.3. 読出コマンドのリスト

コマンド名称 コマンドNo. 備考

原料名１（１文字目～４文字目） １

原料名２（５文字目～８文字目） ２

原料名３（９文字目～１２文字目） ３

原料ホッパー ５

定量 ６

落差 ７

定量前 ８

第２定量前 ９

過量 １０

不足 １１

ゼロ付近 １２

満量 １３

風袋 １４

補投入開タイマ １５

補投入閉タイマ １６

自動落差有効幅 １７

予備小投入 １８

予備中投入 １９

累計重量 ２０

累計回数 ２１

これらのデータは、原料コードごとに記憶されてい
ます。

読出しを行う前に、原料コード番号の指定が必要で
す。

原料コード番号の指定は、書込コマンドの「原料コ
ード設定（３３）」で行います。
また、設定中の原料コード番号は、読出コマンドの
「設定中の原料コード（３３）」で確認できます。

計量シーケンスで使用中の原料コード ３２

設定中の原料コード ３３

計量結果読出し ３６ 直前の計量完了時の結果（正味）を読出します。

レシピ名１（１文字目～４文字目） ４０

レシピ名２（５文字目～８文字目） ４１

レシピ名３（９文字目～１２文字目） ４２

原料１ ４４

原料２ ４５

原料３ ４６

原料４ ４７

原料５ ４８

原料６ ４９

原料７ ５０

原料８ ５１

原料９ ５２

原料１０ ５３

累計重量 ５４

累計回数 ５５

これらのデータは、レシピコードごとに記憶されて
います。

読出しを行う前に、レシピコード番号の指定が必要
です。
レシピコード番号の指定は、書込コマンドの「レシ
ピコード設定（５７）」で行います。
また、設定中のレシピコード番号は、読出コマンド
の「設定中のレシピコード（５７）」で確認できま
す。

計量シーケンスで使用中のレシピコード ５６

設定中のレシピコード ５７

エラー情報 ６０ ｢4.4.エラー情報｣と本体取扱説明書を参照してください。
小数点位置 ６１

風袋 ６４ 現在の風袋値（総重量－正味）になります。

ＯＵＴデータ　最上位ｃｈ　bit0～12
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4.3.4. 書込コマンドのリスト

データを書込むコマンドのリスト
コマンド名称 コマンドNo. 書込データ 備考

原料名１（１文字目～４文字目） １ 設定する文字#

原料名２（５文字目～８文字目） ２ 設定する文字#

原料名３（９文字目～１２文字目） ３ 設定する文字#

原料ホッパー ５ 設定する値

定量 ６ 設定する値

落差 ７ 設定する値

定量前 ８ 設定する値

第２定量前 ９ 設定する値

過量 １０ 設定する値

不足 １１ 設定する値

ゼロ付近 １２ 設定する値

満量 １３ 設定する値

風袋 １４ 設定する値

補投入開タイマ １５ 設定する値

補投入閉タイマ １６ 設定する値

自動落差有効幅 １７ 設定する値

予備小投入 １８ 設定する値

予備中投入 １９ 設定する値

これらのデータは、原料コードごとに記
憶されています。
書込みを行う前に、原料コード番号の指
定が必要です。
原料コード番号の指定は、書込コマンド
の「原料コード設定（３３）」で行いま
す。

原料コード呼出 ３２ ０～９９ 呼出しを行う原料コード番号

原料コード設定 ３３ ０～９９ 設定を行う原料コード番号

レシピ名１（１文字目～４文字目） ４０ 設定する文字#

レシピ名２（５文字目～８文字目） ４１ 設定する文字#

レシピ名３（９文字目～１２文字目） ４２ 設定する文字#

原料１ ４４ 設定する値

原料２ ４５ 設定する値

原料３ ４６ 設定する値

原料４ ４７ 設定する値

原料５ ４８ 設定する値

原料６ ４９ 設定する値

原料７ ５０ 設定する値

原料８ ５１ 設定する値

原料９ ５２ 設定する値

原料１０ ５３ 設定する値

これらのデータは、レシピコードごとに
記憶されています。
書込みを行う前に、レシピコード番号の
指定が必要です。
レシピコード番号の指定は、書込コマン
ドの「レシピコード設定（５７）」で行
います。
原料１～原料１０には、原料コード番号
（０～９９）を設定します。原料１から
順に詰めて設定してください。
使用しない原料コードには｢FFFFFFFF｣
を設定してください。

レシピコード呼出 ５６ ０～９９ 呼出しを行うレシピコード番号

レシピコード設定 ５７ ０～９９ 設定を行うレシピコード番号

＃ 原料名およびレシピ名は、アルファベット、数字、カタカナが使用できます。ＡＳＣＩＩコードお
よびＪＩＳ　８ｂｉｔコードで入力してください。原料名やレシピ名を使用しない場合はスペース
（２０Ｈ）を設定してください。

ＯＵＴデータ　最上位ｃｈ　bit0～12

ＯＵＴデータ　最下位ｃｈと２ｃｈ目
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機能を実行するコマンドのリスト
コマンド名称 コマンドNo. 書込データ 備考

ゼロ ０ １

ゼロクリア ０ ２

風袋引き ０ ３

風袋クリア ０ ４

投入スタート ０ ５

配合スタート ０ ６

排出スタート ０ ７

混合スタート ０ ８

手動落差補正 ０ １０

積算指令 ０ １１

前回の積算をキャンセル ０ １２

非常停止 ０ １３

原料コード毎の累計クリア ０ １４
原料コード設定コマンド（書込コマ
ンド　３３）による原料コードの指
定が必要です。

レシピコード毎の累計クリア ０ １５
レシピコード設定コマンド（書込コ
マンド　５７）によるレシピコード
の指定が必要です。

一時停止 ０ ２２

再スタート ０ ２３

呼出し中の原料コードの累計クリア ０ ２４

全原料コードの累計クリア ０ ２５

呼出し中のレシピコードの累計クリア ０ ２６

全レシピコードの累計クリア ０ ２７

強制計量完了 ０ ３６

強制配合完了 ０ ３７

強制排出完了 ０ ３８

エラーリセット ０ ４４

マニュアルプリントのプリントコマンド ０ ４７

正味表示 ０ ４９

総重量表示 ０ ５０

ＯＵＴデータ　最上位ｃｈ　bit0～12

ＯＵＴデータ　最下位ｃｈと２ｃｈ目
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4.4. エラー情報

・ エラーが発生したとき、エラー情報を｢読出コマンド（６０）｣を使ってＡＤ－４４０２からＰＬＣ
メモリの｢読出データ｣へ出力させることができます。

・ ｢読出データ｣には、エラーの種類別に｢エラー番号｣と｢エラーフラグ｣を出力します。

注意
・ ｢未使用｣の値は不定です。使用しないでください。
・ エラー番号の内容は、本体取扱説明書のエラーコード表も参照してください。

エラー情報マップ、ＩＮデータ
bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

8 4 2 1 8 4 2 1ＩＮデータの
５ｃｈ目 未使用 ゼロエラー番号 未使用 シーケンスエラー番号

bit15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 4 2 1 8 4 2 1ＩＮデータの

６ｃｈ目 未使用 アラーム２エラー番号 未使用 アラーム１エラー番号

エラー番号・解説
種類 番号 原因、対処等

０
一時停止状態になっています。
一時停止の原因を確認し、再スタートしてください。

１
安全確認の条件を満たしていません。
安全確認入力を確認してください。

２
計量結果に過不足があります。
補正を行うなどしてから再スタートしてください。

３
比較値の大小関係などに矛盾があります。
設定値を確認してください。

４
投入時間が制限値を超えました。
原料の残量および投入ゲートの詰まりを確認してください。

５
排出時間が制限値を超えました。
排出ゲートの詰まりを確認してください。

６
残量が不足しています。
１回分の原料が残っていません。

８
容器にノズルが当たりました。
ノズルの位置を確認してください。

シーケンス
エラー

９ 計量部に容器が置かれていません。

シーケンスエラーフラグ
０：正常、１：エラー

ゼロエラーフラグ
０：正常、１：エラー

アラーム１エラーフラグ
０：正常、１：エラー

アラーム２エラーフラグ
０：正常、１：エラー
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種類 番号 原因、対処等

０
ゼロ補正の条件外です。
ゼロ補正または自動ゼロ補正ができませんでした。

１
風袋引きの条件外です。
風袋引きまたは自動風袋引きができませんでした。

ゼロエラー

２
重量値が安定しません。
電源投入時の自動ゼロ補正または、自動風袋引きができませんでした。

１ ひょう量を超えています。
アラーム１

９
非常停止しています。
外部から非常停止が入力されています。

１
Ａ／Ｄコンバータがプラスオーバーフローです。
ロードセルおよび結線を確認してください。

２
Ａ／Ｄコンバータがマイナスオーバーフローです。
ロードセルおよび結線を確認してください。

アラーム２

４
ＲＡＭに異常があります。
ＲＡＭの破損またはバックアップバッテリ切れが考えられます。
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5. タイミングチャート

5.1. 読出コマンド

・ 読出しをするデータの種類を、｢コマンドNo.｣で指定します。読出データは読出データエリアに出力
されます。

R/-Wフラグ .........................................ＯＵＴデータ　３ｃｈ目　bit14

コマンドNo. ...................................ＯＵＴデータ　最上位ｃｈ　bit0～12

コマンド要求フラグ ....................ＯＵＴデータ　最上位ｃｈ　bit14

R/-W応答フラグ ....................................ＩＮデータ　７ｃｈ目　bit14

コマンドNo.応答 ........................ＩＮデータ　最上位ｃｈ　bit0～12

読出データ ......ＩＮデータ　５ｃｈ目、６ｃｈ目、７ｃｈ目　bit0～6

コマンド要求応答フラグ...............ＩＮデータ　最上位ｃｈ　bit14

5.2. 書込コマンド

・ 書込みをするデータの種類を、｢コマンドNo.｣で指定します。書込データは書込データに置きます。

R/-Wフラグ .........................................ＯＵＴデータ　３ｃｈ目　bit14

コマンドNo. ...........................ＯＵＴデータ　最上位ｃｈ　bit0～12

書込データ ..................................ＯＵＴデータ　最下位ｃｈ、２ｃｈ目

コマンド要求フラグ ....................ＯＵＴデータ　最上位ｃｈ　bit14

R/-W応答フラグ ....................................ＩＮデータ　７ｃｈ目　bit14

コマンドNo.応答 ........................ＩＮデータ　最上位ｃｈ　bit0～12

コマンド要求応答フラグ...............ＩＮデータ　最上位ｃｈ　bit14

R/-Wビットはオフです。

R/-Wビットはオンです。
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6. モニタモード

6.1. モニタモードの操作と表示

・ モニタモードを使用すると、稼働中の動作を確認できます。
このモードでは、通信や計量シーケンスを停止せずに、出力（ＯＵＴ）、入力（ＩＮ）、インター
フェイス・ステータス（ＳＴＡＴＵＳ）のデータを表示することができます。

・ データは、表示するだけで書き替えることはできません。
・ 出力（ＯＵＴ）、入力（ＩＮ）の各チャンネル（ｃｈ）の表記は、１６進数です。

・ モニタモードを操作するには次のキーを使用してください。
・ モニタモードに入るキー............... 計量表示のとき、設定キーを押し続けながら キーを押

してください。｢Check｣メニューを キー、設定キー
で選択し、ＯＰ－２１のモニタモードに入ります。

メニュー：｢Check｣-｢Monitor｣-｢Option｣-｢OP-21｣

データの種類を指定するキー .............. １キー(ＯＵＴ→ＩＮ→ＳＴＡＴＵＳの順)、
（ＯＵＴ、ＩＮ、ＳＴＡＴＵＳ） ２キー(ＯＵＴ→ＳＴＡＴＵＳ→ＩＮの順)

終了キー ................................ 解除キー

123 kg
OUT    MSB                    LSB
        00 00 00 00 00 00 00 00 LSB側

MSB側

123 kg
IN                              LSB
        48 00 00 00 00 00 01 23
        MSB
        00 00 20 00 00 00 00 00

データの種類
ＯＵＴ

最下位ｃｈ2ｃｈ目3ｃｈ目最上位ｃｈ

最下位ｃｈ

2ｃｈ目3ｃｈ目4ｃｈ目

5ｃｈ目6ｃｈ目7ｃｈ目
最上位ｃｈ

123 kg
STATUS   ADRS 44   BAUD 500kbps

  

データの種類
ＳＴＡＴＵＳ

データの種類
ＩＮ

例：ノードアドレス　４４ 例：通信速度　５００ｋｂｐｓ
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6.2. インターフェイス・ステータスのモニタ内容

表示 内容

ADRS ノードアドレス

BAUD 通信速度

TIME_OUT タイムアウト中です。

ERR:ROM ハードウェアが異常です。

ERR:RAM ハードウェアが異常です。

ERR:CAN ハードウェアが異常です。

ERR:PARAMETER 設定範囲外のボーレートです。 ※１

ERR:NODE_ADDRESS ノードアドレスが重複しています。 ※１

ERR:BUSOFF ＢＵＳＯＦＦが発生しています。 ※１

ERR:POWER ネットワーク電源が異常です。 ※１
※１ ＡＤ－４４０２本体の電源再投入で解除されます
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7. サンプルプログラム

はじめに
・ このサンプルプログラムはオムロン社製のＰＬＣ（Ｃ２００ＨＥ）を使用した場合の例です。
・ ネットワークの構成はマスタが１台、ＡＤ－４４０２が１台としています。スキャンリストはスキ
ャナに登録されているものとしています。
メモリの割当ては、ＩＮデータを３５０～３５７チャンネル、ＯＵＴデータを５０～５３チャンネ
ルに割当てています。スタートの入力として入力モジュール（４スロット目に装着）を使用してい
ます。

・ この例ではＩＮデータおよびＯＵＴデータには使用していないものもあります。また、エラー処理
などはしていません。

動作
・ スタートボタンを押すと、設定したい原料コード番号（この例では５番）に定量（この例では１０
００）を設定し、計量したい原料コード（この例では５番）を呼出すプログラムです。

・ コマンドは一度に処理できないので、原料コード設定、定量の書込み、原料コード呼出しの順に処
理します。

リレーおよびデータメモリ
使用したリレーの内容を以下に示します。

チャンネル．番号 リレー名称 機能

２５３．１５ 特殊補助リレー 運転開始時１スキャンのみＯＮ

２５３．１３ 特殊補助リレー 常時ＯＮ

２５５．０６ 特殊補助リレー 比較結果が「等しい」か演算結果が「０」のときＯＮ

チャンネル．番号 リレー名称 役割

２．００ 内部補助リレー ワーク（コマンド要求フラグの制御）

２．０１ 内部補助リレー ワーク（コマンド受付け可能か判断）

２．０３ 内部補助リレー ワーク（スタートの制御）

２．０４ 内部補助リレー ワーク（スタート入力のアップエッジ）

２．０５ 内部補助リレー ワーク（コマンド要求応答フラグのダウンエッジ）

４．００ 入出力リレー スタート

使用したデータメモリの内容を以下に示します。
データ
メモリ番号 内容

データ
メモリ番号

内容

ＤＭ５０ シーケンスＮｏ．（ＢＣＤ） ＤＭ１０４ ＩＮデータ　（オフセット　４）※

ＤＭ５１ スレーブレディの状態 ＤＭ１０５ ＩＮデータ　（オフセット　５）※

ＤＭ５３ ダミー ＤＭ１０６ ＩＮデータ　（オフセット　６）※

ＤＭ５４ シーケンスＮｏ．（ＢＩＮ） ＤＭ１０７ ＩＮデータ　（オフセット　７）

ＤＭ１００ ＩＮデータ　（最下位）　　　　※ ＤＭ２００ ＯＵＴデータ　（最下位）

ＤＭ１０１ ＩＮデータ　（オフセット　１）※ ＤＭ２０１ ＯＵＴデータ　（オフセット　１）

ＤＭ１０２ ＩＮデータ　（オフセット　２）※ ＤＭ２０２ ＯＵＴデータ　（オフセット　２）※

ＤＭ１０３ ＩＮデータ　（オフセット　３）※ ＤＭ２０３ ＯＵＴデータ　（オフセット　３）
※ サンプルプログラムの動作には無関係です。
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フローチャート

Yes

No

電源ON

データメモリをクリア

スタート入力の検出

INデータをデータメモリに読出し

コマンド要求応答
フラグがON

コマンド要求フラグをOFF

OUTデータの書込み

次コマンドの処理

コマンド要求フラグをON

動作シーケンス

コマンド受付け可能か情報を得る

（原料コード設定、定量の設定、
原料コードの呼出し）
のデータを順に設定

ＯＵＴデータ　２ｃｈ目
書込データのクリア
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255.06

253.13

ラダー図

255.06

定量に値を書込む？CMP #2 DM54

MOV #1000 DM200

MOV #6 DM203

253.13

定量の値を1000にセット

定量設定のコマンドNo.をセット

原料コードの呼出しをする？CMP #3 DM54

MOV #5 DM200

MOV #32 DM203

呼出したい原料コードをセット

原料コード呼出しのコマンドNo.をセット

MOV #0 DM50
253.15

運転開始時1スキャンのみ、データメモリをクリア

MOV 350 DM100
253.13

INデータをデータメモリに読出し

MOV 351 DM101

MOV 357 DM107

MOV #0 DM201
253.13

ＯＵＴデータ ２ｃｈ目 書込データは0に設定

変数クリア

INデータの読込

DIFU 2.04
4.00

スタートボタンが押されたか

MOV #1 DM50
2.04

スタートの準備

スタート入力の検出

BIN DM50 DM54
253.13

BCDからBINへ変換

CMP #0 DM54

2.03255.06

253.13
スタートボタンが押されてないならスタートし
ない

原料コードの設定をする？CMP #1 DM54

MOV #5 DM200

MOV #33 DM203

253.13

255.06
設定したい原料コードをセット

原料コードの設定のコマンドNo.をセット

動作シーケンス

書込データのクリア
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253.13

253.13

253.13

255.06

255.06

253.13

すべてのコマンドが終了？

次のスタートに備える

CMP #4 DM54

MOV #0 DM50
255.06

コマンド要求応答フラグを見る#4000 DM107 DM53ANDW
253.13

2.00

コマンド要求応答フラグの抽出

ANDW #0080 DM106 DM51 スレーブレディをデータメモリに読出し

コマンドが受付け可能か状態を得る

DIFU 2.05

INC DM50

2.00

2.05

コマンド要求応答フラグがOFFしたかを見る

OFFしたら次のコマンドへ

#4000 DM203 DM203ORW

#BFFF DM203 DM203ANDW

2.002.01 2.03

2.00

コマンド要求フラグをON

コマンド要求フラグをOFF

END

MOV DM200 50

MOV DM201 51

MOV DM202 52

MOV DM203 53

データメモリをOUTデータに書込み

コマンド要求フラグの処理

次コマンドの処理条件を見る

OUTデータ書込み

CMP #0080 DM51

2.01

スレーブレディのビットが立っているか




